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防犯灯LED化設置灯数 維持

成果 維持する

防犯灯設置及び更新については、各区からの要望に基づいた予算対応を行う。

成果指標と目標値
を設定した理由

防犯灯の設置補助金の補助率が変更になることから、Ｒ1年度内に工事を実施する区が多くあっ
た。

令和２年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 668 回 回 －
青色防犯パトロール回数 維持

目標

成果 485 灯 灯 －

目標 500 灯 500

450 回 450 回 450 回

灯 150 灯

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 17,456,914 23,592,440 11,328,920

市民１人当たりコスト 円 408 555

人件費　Ｂ 円 5,275,880 5,282,440 4,895,920
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成果指標　アウトカム 方向 平成30年度 令和元年度 令和２年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 12,181,034 18,310,000 6,433,000

市債 円

その他特定財源 円

正規職員数 人 0.82 0.82 0.76

県支出金 円

決算（見込）額　Ａ 円 12,181,034 18,310,000 －

財源内訳

国庫支出金 円

補正・流用等 円 －

合計 円 12,267,000 18,318,000

項　　目 単位 平成30年度 令和元年度

中野市防犯指導員による研修会の開催 ２回

令和２年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

市民 犯罪のない安全で安心して暮らせる中野市をつくる。

現状・課題

予算額

当初予算 円 12,267,000 18,318,000 6,433,000

6,433,000

区で管理している防犯灯のLEDへの更新が終わる区が増えてきた。防犯指導員による地域での防犯
パトロールや、青色回転灯装備車による防犯パトロールが徹底され継続的に実施されている。

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務 中野市防犯灯設置費補助金交付要綱、中野市暴力団排除条例

事務事業概要
各区で管理している防犯灯の新規、LED更新について、事業費の2分の１以内を補助する。市防犯協会に対し補
助金を交付し、防犯活動を推進する。中野警察署と連携をし、暴力団排除の推進をする。

令和２年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

区が行う防犯灯整備事業に対し、経費の一部を補助する。 150灯

青色回転灯装備車によるパトロール回数 450回

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ２款 総務費 未計上

項 １項

目指す姿

目 ６目 諸費 合併前

政策 03 防犯・交通安全対策の強化 係 生活交通安全係
総合
計画
体系

基本政策 5 安心・安全な住みよいまちづくり 課・室 市民課

施策 01 身近な生活の安全対策 内線電話 238

総務管理費 実施期間

事務事業名 防犯事業
目標設定日 令和2年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和２年度目標設定） 事務事業№ 040503

くらしと文化部



暴力団排除に係る事務

中高防犯協会連合会への支援

活動内容 ４月 ５月 ６月

中野市防犯協会の運営

青色回転灯装備車による防犯パト
ロール

令和２年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

防犯灯設置補助事務
（区の申請に対し1/2以内の補助）

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

くらしと文化部

課・室 市民課

係 生活交通安全係

事務事業名 防犯事業

部・局

▼補助申請取りまとめ、交付決定等事務（随時）

▼活動員取りまとめ

▼活動員研修会

▼活動員実績報告（６、９、１２、３月）

青色回転灯装備車による防犯パトロール（随時）

▼暴力追放長野県民大会

暴力団排除に関する啓発活動及び中野警察署との協定に基づく排除事務

（随時）

▼委嘱

▼市防犯指導員研修会 ▼市防犯指導員研修会

防犯指導員との連絡調整、支給品の配布（随時）

防犯指導員との連絡調整、支給品の配布（随時）

中高防犯協会連合会事務局との連絡調整、会議・

研修・各種大会出席 (随時）


